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【調査の概要】
○ 調査の目的：健康増進法（平成14年法律第103号）に基づき、実施するものであり、国民の身体の
状況、栄養摂取量及び生活習慣の状況を明らかにし、国民の健康の増進の総合的な推進を図る
ための基礎資料を得るために実施（毎年11月に実施）。

○ 調査客体：国民生活基礎調査により設定された単位区から無作為抽出した300単位区内の世帯
（約5,700世帯）及び当該世帯員（約15,000人）。

○ 調査項目：
①身体状況調査票
・ 身長、体重（１歳以上）
・ 腹囲、血圧測定、血液検査、問診〈服薬状況、糖尿病の治療の有無、運動〉（20歳以上）
②栄養摂取状況調査票
・ 世帯状況、食事状況〈欠食・外食等〉、食物摂取状況〈栄養素等摂取量、食品摂取量等〉（１歳以上）
・ １日の身体活動量〈歩数〉（20歳以上）
③生活習慣調査票※

・ 食生活、身体活動、休養（睡眠）、飲酒、喫煙、歯の健康等に関する生活習慣全般（20歳以上）
※毎年重点テーマを設定（参考資料１参照）、2019年調査からオンライン調査を導入
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健康日本２１（第二次）の策定

（参考）国民健康・栄養調査と今後の健康づくり運動

○ 国民健康・栄養調査の結果は、健康日本２１（第二次）の目標等の評価、次期健康づくり運動の策
定等に活用。
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国民健康・栄養調査 健康づくり運動

★2021【未定】

★2020【地域格差】*

※健康日本２１（第二次）の最終評価に活用
※時期プランのベースライン値

★2018（H30）【所得格差】

★2019【社会環境】

最終評価

中間評価 （一部目標値見直し）

健康日本２１（第二次）

実施

実施

次期健康づくり運動

次期健康づくり運動の策定

（結果の活用）

★2010（H22）【所得格差、地域格差】
★2011（H23）【社会経済環境要因、QOLの向上】

※健康日本２１（第二次）の策定に資する基礎データ

（結果の活用）

次期国民健康づくり運動
策定専門委員会（仮）の設置

※健康日本２１（第二次）の中間評価に活用

★2017（H29）【高齢者の健康・生活習慣に関する実態把握】

（結果の活用）

現体制での検討範囲

★：結果の公表時期（実施は前年度）、【】：重点テーマ
* 調査客体数を拡大して実施

2022

★2012（H24）【地域格差】*

★2013（H25）【基準に関わる実態把握】
★2014（H26）【所得格差】
★2015（H27）【社会環境】
★2016（H28）【地域格差】*

2019


